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　さきに著者の一人はアンゴラ仔兎の発育が，フィッシ

ュ・ソリウブルの添加により促進される傾向にある

こと1），また膚機砒素化合物（3－nitro－4－hydrQxy一

：phenylarsonic　acid）の微量添加による雛の発育促進に

は，魚粉の存在が必要であろうと推定し，このような砒

素化合物の発育促進効果には，魚粉中の未知因子が何ら

かの関係を有するのではないかと考察した2）。

　ここではアンゴラ仔兎を用いて，かさねて発育におよ

・ぼす効果について検討するとともに，あわせて該砒素化

合物添加の影響について調べるために，第1，第2の2

回にわたって成長試験を行った。ここにその成績の大要

を報告する。なお試験に用いたソリウブルは，これまで

に養鶏飼料として育雛，産卵の何れについても，魚粉と

砥ぼ匹敵する効果を有することが認められたさんま内臓

ソリウブル3）～5）である。

1．第1回試験

　1．実験方法

　（1）供試動物　　生後約1．5～2．0ケ月，体重1kg

内外のローヤル系のアンゴラ仔兎12頭を4頭つづ，3

群に分けて用いた。

　（2）　有機砒素化合物　　既知の方法で合成した3－

mitro－4－hydroxyphenylarsonic　acidを用いたが，砒素

含量から算出したその純度は，95～97％2）のものであ

った。

　（3）供試フィッシュ・ソリウブル　　さんま内臓ソ

リウブル3）を用いた。

　（4）供試飼料および飼育方法　　基本飼料は，ソリ

ウブルと砒素化合物の併用群（A群），砒素化合物の入

用群（B群）および対照群（C群）の3群につき，そ

れぞれ第1表のように配合したものを用いた。なお大豆

粕の配合比の調節により，3群の飼料の組蛋白質含量を

ほぼ等しくした。給与量は，はじめ7日闘は各群とも1

日1回体重kg当り30　g，その後は50　gで，ほかに粗

飼料として，主として禾本科の野草および牧草を自由に

与えた。

第1表　　食司　料　 酉己　合　上ヒ

群
壷豆粕7／，・7・・7・・＊

A　群｝　85
　　　1

10

B　群i　85
　　　　1
一－　丁一wt…皿 堰@

IS

　　（90）

・シ・・ 遠恃ｸ量
　　　　I
　　　un－1’一一

　　　　　　18．95

0

C瑚85　15　　0
　＊　固形物としてあらわした

17．9

17．9

砒素化合物は水に溶し，飼料の0．01％に相当する：量

を給与前に飼料に添加，よく混合して与えた。また飲水

は自由にとらせた。

体重は5日毎に測定し，その他の管理は慣行通りと
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し，60日間（10月～ユ2月）生長試験を行った。

　（5）砒素の分析法　　Gutzeit変法6）によって行っ

た。

　2．実験結果および考察

　（1）生長試験　第2表に示すように，60日間にお

ける増体量はA，B，C群についてそれぞれ0．89，0．57，

0．67kg，また増体率は87．2，55。3，63．8％であり，発

育の程度はA群＞C群＞B群の順に良好であった。

A群においては他の2群に比較して，明らかに発育が

優れていたが，第1図の平：均体重曲線および第2図で見

られるように，この傾向はとくに試験期間の後半におい

て強くあらわれるようであった。試験開始後槍IO日間

は体重の増加が見られなかっなが，これは試験飼料えの

切換えによる影響と考えられる。

　なお期間中の全毛量もほぼ発育の程度に伴った値が得

られた。

　これらの結果を既報Dの成績と比較して見れば，A群

動物の発育は，ソリウブル窃用におけるより以上のもの

であると推測され，ソリウブルと砒素化合物の併用の場

合には，ソリウブルが，砒素化合物の添加による発育低

下の傾向を軽減するのみならず，両者の相乗的効果が現

第2表　生長試験成績（10月～12月）
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われたものではないかと解される。これに類似した結果

は，さきの育雛試験においても認められた2）。すなわち

無魚粉飼料では殆んど認められなかったにもかかわら

ず，魚粉を配合した場合に，はじめて砒素化合物の雛に

対する発育促進効果が現われた。

　上記の諸点より，何れにしても砒素化合物の発育促進

作用は，魚粉ならびにソリウブルのような動物性蛋白質

あるいは未知成長因子を含むものの存在と相法って，は

じめて現われるもののように思われる。

　試験期間中各動物の健康状態には異常は認められず，

糞の軟化の傾向も見られなかった。またノリウブルの添

加により噛好性は増すように見受けられ，これに対する

砒素化合物の影響は認められなかった。

　（2）体内各部の砥素含量　　生長試験終了後，各群

s　・98一
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からそれぞれ2～3頭ずつ選んで，体内各部の砒素含量

を測定した結果は第3表のようで，A，　B両群において

は何れも砒素化合物添加の影響が明らかに認められた。

含量：は肝臓，腎臓，ついで被毛に多く，筋肉，皮膚の順

で，このような傾向は雛2）’7）および犬8）～10）におけると

ほぼ同じであると認められた。

　その生理的機能から，肝臓および腎臓に砒素の含量が

多いのは当然のことであるし，被毛については，毛包に

おいて砒素が選択的に吸収されて蓄積されるものではな

いかと推測され，被毛が砒素の排泄器管的機能を有して

いると考えても妥当であろう。

に準じて，第4表に示す配含此の基本飼料を調整した。

群
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　給与量は全期間を通じて，1日1回体重kg当り30　g

としたが，試験期の後半60日間は，べつに給与量の3：

％に相当する：量の塩類（炭酸カルシウム2，食塩1の割

合に配合したもの）を与えた。粗飼料は前期60日間ば

萱科の牧草（主としてクm一バー），後期60日間は禾

本科の牧草（主としてオーチャード）の白四目とした。

　砒素化合物は飼料の0．Ol％に相当する量を第1回試

験と同じようにして与え，飲水，体重測定およびその他

の管理は，ほぼ第1回試験に準じて，120日間（5月～9

月）生長試験を実施した。

　また期間中20日問にわたって飲水量について調べ

た。

　　　　第5表　生長試験成績（5月～7月）
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より差異を生じなかった。
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内外のu・一一ヤル系アンゴラ四丁12頭を4頭ずつ，3群

に分けて用いた。

　（2）有機砒素化合物および供試フィッシュ・ソリウ
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2．実験結果および考察

（1）生長試験　　第5表および第6表にその結果を

第6表　生長試験成績（7月～9月）
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示した。前回では，粗飼料として禾本科の野草および牧

草を用いたのに対して，今回は前期60日間（5月～7

月）は良質な門門の牧草であるクV一バーを給与した。

第3図および第4図の平均体重曲線により明らかである

が，この期間における発育は各群とも良好で，A，　B，　C

群相互の間には概して差が認められず，3群ともほぼ前

回のA群のそれに匹敵する発育を示し，ソリウブルな

らびに砒素化合物添加による影響は殆んど見られない如

くであった。

　萱科の牧草から禾本科の牧草に切換えた後期になる

と，A，　B両群動物の発育はC群に比して次第に良好

になり，この傾向はとくにA群において強かった。な

お後期（7月～9月）の成績はB，C両群においてはそ

れぞれ3，2頭についてのものである。
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　上記のかかる結果を，既報1）および前回のそれと比較

検討して晃れば，概して良質な基本飼料に加うるに，萱

科の牧草の給与の場合は既知栄養素の補給は充分である

と考えられ，ソリウブル中の有効因子，あるいは砒素化

合物併用の効果は現れ得ないものであろうと推測され

る。

　なお動物の健康状態およびその他の点については，前

回同様異常は認められなかった。

　（2）飲水試験　　ソリウブル給与が飲水量の増加を

来たす傾向にあることは，さきの鶏を用いての肥育試

験5）の際に認められたが，他方砒素化合物についても，

これを添加した飼料を与えられた豚について，このよう

な傾向が観察されているω。この点について検討するた

め，試験期間中全動物について，前後20日間にわたっ

第7表飲水量の比較
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て，毎日の給水量から残量を差引いて飲水量を調べた。

その結果は第7表に見られるように，ソリウブル給与動

物では飲水量が多かったが，観素化合物による影響は判

然とは認められなかった。

　　測定臼・毎の飲水量は，同一動物についても期間中かな

りの変勤が認められたが，これは糧飼料の水分含量およ

び気温，湿度など，環境の変化に起因したものであろ
う。

　　　　　　　　　　　　　III。　総　　　括

　　り　　　　つ　　　　ロ

　　さんま内臓ソリウブルならびに有機砒素化合物（餅

nitro－4－hydroxyphenylarsonic　acid）の，アンゴラ仔兎

の発育におよぼす効果を見るために，2回にわたり成長

試験を行った。

　（1）有機砒素化合物の供用では，発育はやや低下す

る傾向にあったが，ソリウブルとの併用の場合には発育

は良好であった。基本飼料に良質な牧草を配すれば，概

してその効果は現われなかった。なお毛：量はほぼ発育の

程度に伴った。

　（2）　砒素化合物給与動物における砒素含量は，肝

臓，腎臓ついで被毛に多く，筋肉，皮膚の順であった。

　（3）　ソリウブルおよび砒素化合物の給与によって，

軟便化その他動物の健康状態には，とくに影響は認めら

れなかったが，ソリウブルの添加により飲水量が増加し

た。

　　　　　　　　　　　　　　　　丈：　　献
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中村：次大農学術報告　第婆号，93（1956）

中村：畜産の・研究　9，1055（1955）

中村等：茨大農学術報告第3号，35（1955）

中村等：茨大農学術報告　第4号，87（1956）

中村等：茨大農学術報告　第5号，69（1957）

Suitzaberger，　」．　A．：　lnd．　Eng．　Chem．，　Anai．．

Ed．　15，　408　（1943）

Frost，　D．V．：　Poultry　Sci．　32，　217　（1953）

勝…良：四国医誌　12，706（1958）

勝良：四国医誌　12，812（1958）

勝…良：四国医言志　　12，817　（1958）

三村等：畜産の研究　13，399（1959）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SummaTy

　　　Fish　solubles　prepared　from　saury　pike　viceras　and　organic　arsenicals　（3rmnitro－4－hydroxyphenyl一一

arsonic　acid）　were　fed　to　young　Angora－rabbits，　and　their　growth　rates，　hair　gains　were　repeatedly’

compared　with　that　of　controlled　animals　fed　basal　rations　of　vegetable　origins．

　　　（1）　Average　growth　rates　of　rabbits　fed　rations　adding　organic　arsenicals　were　slightiy　inferior“

to　that　of　controlled　animals，　but　organic　arsenicals　resulted　in　improved　growth　in　animals　fed　rations．

containing　fish　solubies，　and　their　effects　upon　rabbits　were　not　showed　with　nutritive　forage　grasses．

Moreover，　hair　gains　of　rabbits　were　proportional　to　grovgrth　rates．

　　　（2）　Arsenic　contents　in　various　organs　and　tissues　of　rabbits　fed　wlth　rations　adding　organic；

arsenicals　were　investigated，　and　their　concentrations　showed　the　follovg」ing　order：　liver，　1〈idneys，　hair”

muscle，　skin．

　　　（3）　The　phenomena　of　softening　feces　were　not　showed，　and　also　no　abnormality　were　observed／i

in　their　health　on　animals　fed　rations　adding　fish　solubles　or　organic　arsenicals．　Increasing　of　consump一一

tion　of　supplied　water　were　observed　by　eating　solubles．
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